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 本論文は『スポーツ産業学研究（Journal of Japan Society of Sports Industry）』に掲載
された３篇の原著論文（英文１篇、和文２篇）を基盤に加筆・修正して構成されたものであ
り、３つの研究から構成される。研究Ⅰでは、テニス（ショートテニス含む）経験のない健
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No. 2 
 研究Ⅱでは、中高齢のショートテニス定期実施者を対象に、プレー環境が生活の質




































































 第五に、SEM によってプレー環境が QOL に影響を与える因果構造のモデルが立証され
たが、あくまで横断研究の結果である点が挙げられる。縦断研究の実施が望まれる。 
 第六に、プレー環境と QOLの因果構造モデルにおいて、因子得点に基づくセグメント化
が行われていない点が挙げられる。年齢と性の違いによる多母集団同時分析からは解釈が難
しい結果も得られており、研究成果の実務への応用という観点からも、より高度な統計解析
として因子得点の活用が望まれる。 
 第七に、他のスポーツや運動との比較がなされていない点が挙げられる。他のスポーツや
運動に対するショートテニスの比較優位性を見出すことを意図していないことは理解でき
るが、他のスポーツや運動に関する研究結果と比較することによって、本研究の成果がより
わかりやすく示されると考えられる。 
【審査結果】 
 最終試験（口頭試問）では、上記に関する質疑に加え、統計解析方法の確認も行われた。
また、本論文の成果を今後の活動にどのように活かしていくかについての質疑も行われ、本
研究を契機に申請者自身が２つのショートテニス団体を立ち上げ、主宰活動の中で新たな発
見もあり、今後の展開について検討中であることなどが説明された。なお、誤解を招く文章
表現上の指摘があり、審査員の同意を得て修正が指示された。 
 以上から、本学位請求論文は十分な価値のあるものと判断し、博士（スポーツマネジメン
ト学）の学位を授与するに相応しいと判断した。 
 
